
遺贈・寄付特集
2022年12月22日発売（4周年記念号）

●概要

「週刊文春ＷＯＭＡＮ」vol.16 4周年記念号

発売日：2022年12月22日（木）

判型：中綴じB5判

総ページ数：190ページ（仮）

価格：550円（仮）

発行部数：9万部（仮）

販路：全国の書店、コンビニ、ネット書店

●表紙画を描くのは、香取慎吾さん。
アーティストとしても活躍する香取さんに、毎
号、新たな作品を描きおろしていただきます。

●世相、美容、健康、医療、女性の生き方、
エンターテインメント、カルチャー、マネー、
小説、エッセイ、旅行など、女性に向けて幅
広いジャンルを展開します。

「雑誌の資料請求」と「文春オンライン上の資料請求フォーム」の
両方から資料請求を受け付けます！

△前回
掲載事例

週刊文春ＷＯＭＡＮ
9万部！

文春オンライン
月間ＰＶ４億超！

１団体あたり60～180件の資料請求！
（2021年12月週刊文春ＷＯＭＡＮ「遺贈・寄付特集」より）

『週刊文春ＷＯＭＡＮ』は、『週刊文春』の女性版として2018年12月に創刊した、年4回刊行の雑誌です。平
均発行部数は9万。幅広い世代の女性たちに読まれています。中でもメインとなる読者は40代～50代で、
「終活」というキーワードにも関心を寄せる世代です。また読者には社会貢献の意識が高い女性も多いことか
ら、3年前から12月に「遺贈・寄付特集」実施しています。読者からは下記のような遺贈・寄付に対する積極
的な声も頂き、１団体あたり60～180件の資料請求も集まりました。
●母がずっと恵まれない子供に団体を通して寄付をしていましたが亡くなったので遺産の一部を寄贈しよ
うとこの特集を見て思案中です。母の遺産を有効に使いたいのでこういう特集はありがたいです。
●子供がいないので、将来的に寄付を考えていて、この特集を見て夫婦で話をしています。ウクラナイナ
情勢により、難民の方が増えたし心苦しく、少しでも役に立てればと思っています。
●自筆証書遺言の保管制度を特集を読んで初めて知りました。これからもこの制度の詳しい内容を知り
たいので特集を続けてください。
●配偶者も子供もいない私自身の死後に残る（であろう）資産については、アタマがしっかりしているうち
に行き先を決めておく必要があると考えておりました。後は野となれ山となれ、のまま国庫へ納めらるの
は本意でなく、手元に多くあろうが無かろうが、自分で納得の行く先に収めたいと思っています。
●いろんな団体があったことに驚きでした。知らないことを知ることが大切だなと今日思うこの頃です。
今回も雑誌とオンライン両方で資料請求も受け付けます。貴団体の活動内容を訴求する機会として、ぜひ
本企画もご活用ください。



お問い合わせ：文藝春秋 メディア事業局
メディア事業一部
伊与田（いよだ）

☎080-2574-9934／iyoda@bunshun.co.jp

文春オンラインへの転載
（転載費：80万円）

タイアップ記事を
文春オンラインに転載することができます。

●２万ＰＶ保証
●アーカイブ半年

【スケジュール】

タイアップ・申込締切：10月28日（金）

純広告・申込締切：11月4日（金）

●タイアップ広告スケジュール
11月7日（月）：取材・撮影
11月14日（月）：初校ＰＤＦ提出
12月1日（木）：校了

●週刊文春WOMAN 4周年記念号「遺贈・寄付特集」
広告料金のご案内
＊雑誌、オンラインでの資料請求を付けた特別価格です。（税別）

（2022年9月現在／詳細は変更の可能性があります）

●タイアップは制作費込の金額となります。
●「週刊文春」とセット出稿の場合、特別価格になります。ご相談ください。
●タイアップ企画を「文春オンライン」転載の場合、転載料は80万円です。

カラー（通常実施価格） 活版（通常実施価格）

２Ｐタイアップ ３００万円 （３７５万円） １５０万円 （２０５万円）

１Ｐタイアップ＋１Ｐ純広告 ２７５万円 （３５０万円） １３０万円 （１８０万円）

２Ｐ純広告 ２５０万円 （３００万円） １１５万円 （１３０万円）

１Ｐタイアップ １６０万円 （２００万円） ８５万円 （１１５万円）

１Ｐ純広告 １３５万円 （１５０万円） ６０万円 （６５万円）

→

遺贈・寄付特集の資料
請求フォームへ誘導し
ます


